
提

出

者

北

川

れ

ん

子

平
成
十
四
年
六
月
六
日
提
出

質

問

第

九

七

号

「
有
事
法
制
関
連
三
法
案
」
に
対
す
る
地
方
自
治
体
の
憂
慮
、
懸
念
へ
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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「
有
事
法
制
関
連
三
法
案
」
に
対
す
る
地
方
自
治
体
の
憂
慮
、
懸
念
へ
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書

現
在
、
衆
議
院
に
お
い
て
審
議
中
の
「
有
事
法
制
関
連
三
法
案
」
に
対
し
、
法
案
内
容
が
明
ら
か
に
な
る
に
従
い
、
国
民
・

市
民
か
ら
反
対
の
声
や
慎
重
審
議
を
求
め
る
声
が
日
増
し
に
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
声
は
、
地
方
議
会
に
お
け
る
反
対
決
議

（
北
海
道
音
威
子
府
村
議
会
三
月
六
日
、
福
岡
県
田
川
郡
金
田
町
議
会
三
月
十
三
日
、
秋
田
県
東
成
瀬
村
議
会
三
月
十
四
日
、

秋
田
県
雄
勝
郡
稲
川
町
議
会
三
月
十
八
日
、
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
議
会
五
月
八
日
、
東
京
都
小
金
井
市
議
会
五
月
二
十

日
、
京
都
府
向
日
市
議
会
五
月
三
十
一
日
）
、
ま
た
、
慎
重
審
議
を
求
め
る
決
議
（
岩
手
県
北
上
市
議
会
三
月
十
九
日
、
愛
知

県
豊
橋
市
議
会
五
月
十
五
日
、
三
重
県
議
会
五
月
十
七
日
、
長
野
県
東
筑
摩
郡
坂
北
村
議
会
五
月
二
十
日
、
長
野
県
南
佐
久
郡

南
牧
村
議
会
五
月
二
十
三
日
、
京
都
府
八
幡
市
議
会
五
月
二
十
三
日
、
沖
縄
県
那
覇
市
議
会
五
月
二
十
四
日
、
沖
縄
県
西
原
町

議
会
五
月
三
十
日
、
鳥
取
県
八
頭
郡
智
頭
町
議
会
五
月
三
十
日
、
大
阪
府
吹
田
市
議
会
五
月
三
十
一
日
）
な
ど
が
次
々
に
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

有
事
法
制
関
連
三
法
案
で
は
、
「
地
方
公
共
団
体
の
責
務
」
、
「
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
役
割
分
担
」
が
明
記
さ
れ
、
ま

た
、
自
衛
隊
に
よ
る
「
物
資
の
保
管
命
令
、
土
地
等
の
使
用
・
収
用
、
従
事
命
令
、
罰
則
」
な
ど
が
課
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
地
方
自
治
を
根
底
か
ら
く
つ
が
え
す
も
の
で
あ
り
、
地
方
自
治
の
権
利
と
自
由
を
奪
い
、
地
方

一



自
治
法
に
違
反
す
る
内
容
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
各
首
長
は
、
「
武
力
攻
撃
事
態
」
の
定
義
を
は
じ
め
、
法
案
内
容
全
体
に
対
す
る
政
府
説
明
の
曖
昧
さ
、
不
明

確
さ
な
ど
に
不
安
や
戸
惑
い
を
持
っ
て
お
り
、
納
得
し
て
い
な
い
首
長
が
多
い
こ
と
は
、
こ
の
間
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
な
ど
で
も

明
ら
か
で
あ
る
。

先
日
、
共
同
通
信
社
が
全
国
四
十
七
都
道
府
県
の
知
事
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
四
十
五
人
が
回
答
し
て
い

る
。
法
案
に
「
賛
成
」
と
い
う
知
事
が
八
人
い
る
も
の
の
、
二
人
は
明
確
に
「
反
対
」
、
三
十
四
人
も
の
知
事
が
「
ど
ち
ら
と

も
言
え
な
い
」
と
回
答
し
て
お
り
、
「
賛
否
の
選
択
肢
に
答
え
な
か
っ
た
」
知
事
が
一
人
い
る
と
い
う
。
新
聞
報
道
で
は
「
有

事
の
定
義
や
国
と
自
治
体
の
役
割
分
担
が
不
明
確
な
こ
と
へ
の
戸
惑
い
が
目
立
ち
、
国
民
の
合
意
形
成
な
ど
時
間
を
か
け
た
慎

重
な
審
議
を
求
め
る
声
が
圧
倒
的
だ
っ
た
。
」
と
伝
え
て
い
る
。
（
神
戸
新
聞
五
月
二
十
八
日
一
面
記
事
な
ど
）
。

ま
た
、
五
月
二
十
八
日
に
都
内
で
開
か
れ
た
全
国
知
事
会
の
政
策
審
議
会
で
も
、
内
閣
官
房
、
防
衛
庁
、
総
務
省
、
消
防
庁

に
よ
る
有
事
法
制
関
連
三
法
案
の
説
明
に
対
し
、
出
席
知
事
・
副
知
事
か
ら
疑
問
の
声
が
相
次
い
で
い
る
。
政
府
は
、
自
治
体

側
の
懸
念
が
強
い
こ
と
へ
の
対
応
策
と
し
て
六
月
十
二
日
に
首
相
官
邸
で
全
国
知
事
と
の
異
例
の
意
見
交
換
会
を
開
く
こ
と
を

決
め
た
と
い
う
が
、
全
国
知
事
の
懸
念
は
、
ま
す
ま
す
強
ま
る
で
あ
ろ
う
。

二



こ
れ
ら
自
治
体
の
首
長
の
懸
念
、
不
安
の
高
ま
り
の
状
況
を
象
徴
し
て
い
る
の
が
、
内
閣
総
理
大
臣
小
泉
純
一
郎
様
あ
て
に

提
出
さ
れ
た
国
立
市
長
上
原
公
子
さ
ん
か
ら
の
「
『
有
事
法
制
関
連
三
法
案
』
に
関
す
る
質
問
書
」
で
あ
る
。

同
質
問
書
は
、
具
体
的
な
質
問
を
列
記
し
て
、
五
月
十
六
日
に
速
達
の
配
達
証
明
で
送
付
さ
れ
、
「
五
月
二
十
七
日
ま
で
に

ご
回
答
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」
と
指
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
泉
総
理
大
臣
か
ら
は
六
月
五

日
現
在
、
回
答
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
国
立
市
長
は
、
質
問
書
を
送
付
の
際
、
「
ご
多
忙
中
大
変
恐
縮
で
す
が
」
と
書
き
添
え

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
重
大
問
題
に
対
し
、
返
答
し
な
い
理
由
が
「
多
忙
」
な
ら
、
国
民
・
住
民
の
安
全
を
保
障
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
り
、
ま
た
、
政
府
提
案
の
同
法
案
を
説
明
す
る
最
高
責
任
に
あ
る
公
職
者
と
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は

な
い
。

よ
っ
て
以
下
質
問
す
る
。

一

国
立
市
長
の
「
『
有
事
法
制
関
連
三
法
案
』
に
関
す
る
質
問
書
」
に
回
答
を
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
何
か
。

二

同
質
問
書
に
列
記
さ
れ
た
具
体
的
質
問
に
答
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
今
国
会
で
提
案
さ
れ
た
「
有
事
法
制
関
連
三
法

案
」
を
廃
案
に
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
ら
れ
る
か
。

三

今
後
「
有
事
法
制
関
連
三
法
案
」
に
対
す
る
地
域
住
民
の
不
安
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
適
切
に
対
応
す
る
首
長
に
対
し
て

三



ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
述
べ
ら
れ
よ
。

右
質
問
す
る
。

四


